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研究成果の概要（和文）： 

Content-Based Image Retrieval の性能向上を目的として、本研究では、以下の機能を実現
させた。これらを類似画像検索システムの機能として提案し、図形商標をはじめ医用画像を対
象とした画像情報検索における前処理への適用可能性を調査した。 

(1)群化要因「よい連続性」を測定するモデルを提案した。 

(2)近接、類同、閉合、よい連続性、の群化要因を測定するモデルを用いて図形の群化パターン
を出力する手法を提案した。 

(3)じん肺自動診断において、主に肺野内異常個所以外のノイズ除去に(2)の手法を適用し医用
画像処理への適用可能性を検討した。 

(4)健常胃画像の自動判別において、胃壁に出現する襞模様の 2値化に(1)のモデルを適用し有
効に機能することを確認した。 
 
研究成果の概要（英文）： 

For the sake of enhancing performance of CBIRs (Content-Based Image Retrievals), the 
following concrete subjects were investigated. The subjects were proposed as functions 
of CBIRs and the proposed methods were applied to a CBIR of abstract trademark images 
and pre-processing methods in medical image processing in order to examine their 
performance as an application tool for various images. 

(1)  A model for measuring a grouping factor of good continuity was proposed. 

(2)  Using models for measuring proximity, shape similarity, closure, and good continuity, 
a method for producing grouping patterns for abstract images. 

(3)  In a computer-aided diagnosis for pneumoconiosis using chest X-ray images, the method 
of (2) was applied for removing noises except abnormal parts in chest area and the 
method was more effective for the removal than normal methods. 

(4)  In a computer-aided diagnosis for stomach cancers using X-ray images, the method 
of (1) was applied for conducting the binarization of folds in stomach area and the 
proposed method was effective for the binarization. 
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１．研究開始当初の背景 
数百万件ある登録商標と新規申請された

図形を類似判定することは非常に困難な作
業となっている。また，民間企業は自社の商
標権を保護するため、インターネットや雑誌
等で自社の登録商標の類似画像が用いられ
ていないか常に調査している。このような類
似審査を計算機で行うことができれば、効率
の良い類似判定が可能になると考えられる。
しかし、従来の画像検索手法では、個々の図
形から抽出される特徴量が画素の量や位置
を基に抽出されるものが多く、図形に対する
人間の類似判断とコンピュータの判断に隔
たりがあることが問題となっており、計算機
による類似判断を人間の判断に近づけるこ
とが課題となっている。商標の類似審査は全
体観察と要部観察とがあり、前者は図形全体
に対する類似性、後者は図形内部に存在する
個々のオブジェクトに対する類似性を判定
するものである。 
人間は、視野中に複数の小図形が塊状に点

在して表現されているとき、それらを一つの
まとまりとして知覚統合する。視覚心理学で
はこの現象を群化といい、その要因はゲシュ
タルトの心理学により示されている。図形商
標には、図形全体あるいはその一部の領域が
群化していると知覚できるものも多く存在
するが、人間が図形内の群化領域を統合した
上で互いに類似すると判断する一組の図形
に対し、計算機では群化領域を認識すること
が現状では難しくこれらが類似していると
判断できないことが多い。従来の類似検索シ
ステムでは、このような図形内の意味内容や
人間の心理に存在するいくつかの構成要素
全体観察による類似判定を行うことを前提 
としていた。 
 
２．研究の目的 
本研究では、図形商標を対象として、人間

の主観や感性に準じた類似画像検索システ

ムの性能を向上させることを研究の目的と
した。商標の類似審査は、全体観察と要部観
察とがあり、前者は図形全体に対する類似性、
後者は図形内部に存在する個々の意味を成
すオブジェクトに対する類似性を判定する
ものである。従来のシステムでは、全体観察
のみによる類似判定を行うものがほとんど
であったが、本研究では要部観察も考慮した。
申請者は、これまで、局所領域の群化判別を
行った上で徐々に大域的領域の認識を行う
方法を提案し有効性も示したが、同時に、人
間が図形を大域的領域から局所領域へ観察
し群化領域を知覚するような図形には必ず
しも人間の群化知覚と同じ結果が得られな
いことも示した。また、提案した画像特徴量
の有効性を検証するまでには至らなかった。
以上のことから、本研究では、これまでの提
案手法で対応ができていない図形タイプへ
の対応、すなわち、計算機による要部観察を
考慮した類似画検索の性能向上を目的とし
た。さらに、本研究では実験的に図形商標の
中でも 2 値の抽象図形を主に用いることに
するが、他の具体的な適用分野への適用可能
性を調査することも目的とした。 
 

３．研究の方法 

(1) 大域的領域から局所領域へ図形を分割
していき群化領域を特定する方法の提案： 
構成要素が複数存在する図形に対し、まず、
図形全体を一つの大きな群化領域と考え、構
成要素の組合せと複数ある群化要因（接近性、
連続性、形状類似性、閉合性）を基に徐々に
画像領域を数学的に分解していき、最終的な
群化領域を特定する方法を検討した。つまり、
図形内のある群化候補領域（構成要素の組合
せ）に対し、「この組合せはどの程度群化領
域として成立し得るか？」を判定する評価式
を作成することを目指した。この初期検討と
して、①「よい連続性」、②「平行性」に対



するモデルを作成することとした。①につい
ては、n 個の各構成要素間の接近性・形状類
似性と、これらの周期性を変量とした特徴量、
②については、横並びにある複数の線状図形
を細線化し、線の方向性と線の交点数を用い
る特徴量を想定した。 
特徴量の検証は、群化知覚に関するアンケ

ートを実施し、その結果を用いて行った。ア
ンケートの実施は、心理調査を多数行った経
験者（研究協力者）の意見も参考にした。ま
た、採取されたアンケート結果を効果的に評
価するため、心理学評価尺度法や多変量解析
を利用し人間の主観を正確に抽出できるよ
う工夫した。 
 
(2) 本研究で提案した群化領域認識手法の
濃淡画像・カラー画像への適用可能性調査： 

上記の提案手法は２値画像を対象として
いるが、濃淡画像やカラー画像に対し提案手
法は適用することが可能かどうか、濃淡画像
については主にレントゲン画像、カラー画像
については内視鏡画像を対象として調査し
た。 
 
４．研究成果 
本研究では、以下の機能を実現させた。こ

れらの機能を申請者がこれまで開発してき
た類似画像検索システムの機能として提案
し、図形商標だけでなく種々の画像を対象に
した画像情報検索システムへの適用可能性
も調査した。 

(1) 抽象図形を対象に、複数名から採取した
図形群化に関するアンケート結果より、ゲシ
ュタルト心理学で明らかにされている図形
の群化要因「よい連続性」を測定するモデル
を開発した。 

(2) ２値図形を対象に、図形の群化要因「平
行性」を測定するモデルを開発した。 

(3) 抽象図形を対象に、ゲシュタルト心理学
で明らかにされている図形の群化要因「近
接」「類同」「閉合」「よい連続」の 4 つを測
定するモデルを提案し、判別分析により図形
内に存在する複数の群化領域を認識する手
法を開発した。「よい連続」のモデルは、群
化領域を大域的に観測するモデルの一つと
して提案した。 

(4) じん肺診断支援システムの実用化を目
的として、市販スキャナでディジタル化した
肺 X 線像を対象に、主に肺野内の異常個所以
外のノイズ除去に(3)の一部を適用した。そ
の結果、従来のノイズ除去フィルタなどに比
べ高い精度でノイズ除去ができることを確
認した。これは、(3)の濃淡画像への適用可
能性を示したものである。 

(5) 健常胃診断支援システムの実用化を目
的として、胃 X 線２重造影像を対象に、胃壁
に出現する襞パターンの２値化処理に(1)の
一部を適用した。その結果、従来の２値化処
理に用いられる方法よりも精度よく襞パタ
ーンを出力できることを確認した。これは、
(1)の濃淡画像への適用可能性を示したもの
である。 

(6) 健常胃診断支援システムの実用化を目
的として、胃襞の平行性評価に(2)を適用さ
せた。その結果、健常胃の認識率は約 90％に
なり、(2)のモデルが高い適用可能性をもつ
ことを確認した。 

(7) 内痔自動診断システムの実用化を目的
として、うっ血領域の認識に(3)の一部を適
用した。その結果、(4)と同様、通常の２値
化処理に比べ該当領域を精度よく抽出でき
ることを確認した。これは、(3)の濃淡カラ
ー画像への適用可能性を示したものである。 
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